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活動報告

児童相談所と児童養護施設との連携に基づく

性（生）教育プログラムの取り組み

榊 原 文1) 藤原映久1)

I はじめに

2008年の児童福祉法改正において，「被措置児

童虐待」という概念が明文化され，「被措置児童

等虐待対応ガイドライン」が示された。児童福祉

施設内の暴力問題は，全国的に見過ごせない状況

と言える。津崎 (2009)が，「不十分な職員数で

養育を行う現行の大舎制児童養護施設内で生じる

児童集団内の権力関係は，児童間の暴カ・いじ

め・性的濫用の温床にならないか」と危惧すると

おり，著者らも日々の業務を通じて同様の危惧を

抱いている。

施設内暴力は，大人から子どもへの暴力，子ど

もから子どもへの暴力（児童間暴力），子どもか

ら大人への暴力の 3種類があり（星野， 2009),

本稿では，施設内暴力の中でも児童間の性暴力防

止に焦点を当てた。性被害は愛着や対人関係パタ

ーンにまで影響を与え，自己尊重感を損なう体験

であり（白川， 2005), セクシャリティの混乱を

きたすきわめて深刻な問題（森田， 2004)だから

である。

児童間の性暴力問題に危惧を抱いているのは，

島根県内の児童養護施設職貝も同様であり，島根
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県では，平成20年度より児童相談所と児童養護

施設間で性暴力を含む児童間暴力防止に向けた検

討会を重ねた上，大阪府（堀， 2007;大阪府立修

徳学院， 2008), 静岡県（岩清水ら， 2006)への

先進地視察を行った。その成果として，平成21

年度には「児童養護施設職員への職員研修」およ

び「入所児童への性（生）教育プログラム」を開

発し，実施したので報告する。

児童相談所が児童虐待対応に追われる中で，児

童養護施設の入所児童や職員との関わりが薄れて

いることも当所の課題でありこの取り組みによ

って連携強化を図ることも重視した。

II 取り組み内容

現在，児童養護施設には，被虐待児童のように

家庭内での安心• 安全の確保が困難なために入所

している児童が数多くいる。被虐待児童は，西澤

(1994)が指摘するとおり，虐待環境への適応を

図ろうとした結果，歪んだ自己概念を持ち，対人

関係の歪みや高い攻撃性を示す。その結果とし

て，児童が児童間性暴力の被害者・加害者になら

ないためには，正しい性知識の教授のみならず，

自分や他者を大切にできるようになることが前提

となる。そこで，児童養護施設に必要な性教育を

「自分と他者が心身ともに気持ちよく健康に生き

るための考え方やスキルを身につけるための教

育」と定義した上で，‘＇自分を大切に 1 他人を

大切に！”をテーマに掲げ，表記も性（生）教育

児童相該所と鬼童菱護旅設との連携に基づく性（生）教育プログラムの取り組み

とした。

また，外部講師による単発的な性（生）教育で

は，効果の持続が期待できないため，個々の施設

職員が「生活場面での児童との関わりそのものが

性（生）教育！」と認識できるように，児童への

性（生）教育に先立って児童相談所職員による施

設職員研修を行った。

1. 児童養護施設職員への研修

職員研修は， 1) グループインタビュー， 2) 

グループワーク， 3)児童と職員のグループワー

ク・ディスカッションから構成された。以下に概

要を示す。

1) グループインタビュー

(1) 目的

施設職員が捉える性問題行動とその対応を把握

し，施設内における性問題の実態と課題を明らか

にする。また，職員個々の性問題行動の捉え方の

違いを知る。

(2)方法

職員10名程度のグループに対し，「どのような

行為を性問題行動と捉えるか？」「性問題行動に

どう対応しているか？」「性問題行動への対応で

困っていることは？」という 3つの問いについて

自由に語ってもらった。なお，「性問題行動」と

は，‘‘施設職員がとまどいを感じる性に関する児

童のあらゆる行動＂と定義した。

(3)結果

職員からは，「性問題行動の捉え方の違いだけ

でなく，対応が不統一であることに気づけた」

「職員同士で話をする基盤づくりになった」との

声が聞かれ，性をオープンに語れる環境作りにつ

ながったと思われる。

2) グループワーク

(1) 目的

性問題行動を見極めるスキルを高める。性問題

行動への対応・ルールを統一する。

(2)方法

グループインタビューで提示された場面を参考

に， 3つの事例（①姉妹間のセクシャルな遊び，

②成人向け雑誌のまわし読み，③プライベートゾ

ーンを隠さない）を作成し， 5名程度のグループ

に分かれて，「事例にある状況を性問題行動と捉

えるか？」「事例が生じた場合にどう対応する

か？」について討議した。

3つの事例について，性的にどの程度違和感が

あるか0-10の数値で評価してもらい，違和感

の差を認識してもらった。その上で，熊谷ら

(2004)の「子どもの性的な行動を見極めるとき

の指針」を参考に，著者らの検討を加えた指針

“①被害・加害者の間に年齢や権力等の差がある，

②強制や脅迫，攻撃性を伴う，③年齢不相応の行

為，発達段階に比してずば抜けで性への関心が強

い，④高頻度で繰り返され，注意しても止めな

い”を提示した。

また事例の解決例として構造化・ルール化の

説明をした。構造化・ルール化とは，「性問題行

動が生じにくい物理的・時間的な環境調整とルー

ルの設定」を意味する。

(3)結果

職員から「性問題行動を予防するための構造

化・ルール化の方法を学ぶことができた」との声

があった。

3)児童と職員とのグループワーク・ディスカ

ッション

(1) 目的

職員と児童が性についてオープンに話し合い，

男女交際や性行動に関する互いの認識を知る機会

とする。児童が遵守できる児童養護施設における

男女交際のルールを考える。

(2)方法

「どのような男女交際が適切か？」「施設におけ

る男女交際のルールは？」というテーマで，中高

生児童（男女別），職貝が別々に討議した後，児

童と職員が会して，それぞれの討議内容を発表し

た。発表の後児童も職員も納得できる男女交際

のルールについて話し合った。

(3)結果

職員，児童ともに，「日頃話せない話ができて

良かった」との声があり，職貝から「児童が意外
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にしつかりと考えていることが分かった」「デイ

スカッションの内容を生かして指導がしやすくな

った」と肯定的な発言があった。

2. 入所児童への性（生）教育の実施

入所児童は，児童虐待など養育環境上の課題か

ら，十分な父母モデルを持たず，手洗いや下着の

処理といった清潔行動や健康管理などの生活スキ

ルが身についていない場合が多い。さらに，被虐

待児童は，対人面の問題も抱える。例えば，杉山

ら (2009) は感情理解の未熟さによる対人スキル

の低さを指摘しており，著者らも業務上の経験か

ら，「被虐待児童の対人関係のあり方は，力によ

る上下関係の水準に留まることが多い」との印象

を持つ。このような児童の課題に対応するには，

性教育と心理教育を融合したプログラムが必要で

ある。また，予防という観点に立てば，より早期

である幼児期と性の問題が顕在化する思春期にプ

ログラムを実施することが必要である。そこで，

これらの観点に立った上で，静岡県が行っている

性（生）教育プログラム（岩清水ら， 2006) とセ

カンドステップ（日本こどものための委員会，

2006), 性的虐待を防止するための絵本（安藤，

2001) を参考にして，島根県版の「幼児向け性

（生）教育プログラム」と「思春期向け（生）教

育プログラム」を作成し，実施した。

1)幼児向け性（生）教育プログラムの実施

幼児期に，思いやりの心や結果を見通す力，責

任感自己肯定感を身につけないと，将来的に，

交際相手を大切にする行動や性行動のコントロー

ルが困難となる。幼児期は，性（生）の素晴らし

さや大切さを伝える上できわめて重要な時期であ

り，性問題行動が生じる前に予防的教育を行う時

期としては最適と考えた。

(1) 目標

①プライベートゾーンと性行動のルールが理解

できる，②基本的な感情と恥じらいの気持ちが理

解できる，③いい／わるいの判断が身につ<'④

清潔を保つための行動がとれる，⑤自己肯定感が

高まる
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(2)内容

プログラムは，表 1に示すとおり， 4セッショ

ンの構成で，児童養護施設に入所している 3-6

歳の幼児10名に対して，児童相談所職員 2名（保

健師．児童心理司各 1名）と児童養護施設職貝 5

名（保育士 2名．ケアワーカー 2名．心理職 1

名）が協力して実施した。また，学習を促すた

め，「セッションごとのキーワードの設定（表

1)」．「集団教育終了時点でのチェックリストに

よる各児童の理解度の把握と，理解が不十分な箇

所の個別指導」を行った。

なお．学習内容を，職貝全員が共通の理解に立

って日常生活の指導に生かせるよう．プログラム

で使用した媒体を施設内に掲示するとともに． リ

ーフレット（図 1) を作成して全職員に配布し

た。

(3)結果

施設職員から，「子どもたちに“プライベート

ゾーン....いいタッチ／わるいタッチ＂というキ

ーワードが浸透し，児童・職員の共通言語になっ

た。共通言語の使用により指導しやすくなった」

との報告があった。

施設職員の観察によれば子どもたちは，プラ

イベートゾーンの露出や覗きがなくなり，清潔行

動も身についた。また，年長児からの“わるいタ

ッチ”に対して，「嫌だ 1」と言えるようになっ

てきた。

2)思春期向け性（生）教育プログラムの実施

思春期の性（生）教育を実施する上では，性問

題行動のみにとらわれず，性的発達や人間関係の

発達を押さえることが重要であり，「正確な性知

識を有した上での性問題行動なのか否か？」「自

己決定できる力があるか否か？」を的確にアセス

メントする必要がある。結果を見通す力が弱い児

童が多いため，「今の自分を大切にできなければ

将来の自分も大切にできない！ 今の自分を大切

にできなければ大事な人も大切にできない 1」と

いうことが感じられる内容とした。

(1) 目標

①生命の尊さを知る，②体の発達を知る，③心

1回目

基本的な概念を

学ぽう l

2回目

いい／わるいの

感覚を身につけ

よう l

3回目

嫌な気持ちにな
った時の対処方

法を学ぽう l

消深にする方法
を学ぼう 1

4回目

みんなが安心な

気持ちで生活す
るためのルール

を学ぼう 1

流れ

尊入

どんな気持ち？

プライベートゾーン

導入

プライベートゾーン

いいタッチ／わるい

タッチ
いい言葉／わるい言

葉

いいところ発表

1人1人にいいタッチ

導入

プライベ トゾン
いいタッチ／わるい

タッチ

わるいタッチをされ

たり．わるい言葉を

言われた時の対処方

法

体をきれいに

導入

プライベ トゾン
いいタッチ／わるい

タッチ

生活の］レール

いいところ発表

児童棺談所と児童養護施設との連携に塞づく性（生）教育プログラムの取り組み

表1 幼児向け性（生）教育プログラム

内容 キワ ド 方法・媒体

音楽で遊ぽう 1 大きい／小さい
曲「大きなたいこ」

大きな太鼓／小さな太鼓

安心・怒った気持ち．怖い・
嫌・ビックリ・悲しい・嬉し

安心な気持ち／ 表情パネル

い・恥ずかしい
嫌な気持ち 「大きなたいこ」替え歌

プフイベ トゾ ン・性行

動のルール プライベートゾーン

プライベートゾーンを触ら 嫌だ，逃げる，相談
人体図

れた時の対処

音楽で遊ぼう 1 いろんな気持ち 「大きなたいこ」替え歌

復習
プライベートゾーン 絵本「いいタッチわるい

嫌だ．逃げる・相談 タッチ」

いいタッチ・いい口葉：

（嬉しい，楽しい，ホッと
する等） いいタッチ／

絵本やマンガの場面を抜

わるいタッチ・わるい言葉： わるいタッチ
き出し．いいタッチ／わ

（痛い，こわい，不安，心
るいタッチを分類

が変等）

1人1人のいいところを発
自己肯定感

表
保育士から児童への発表

身体感党で心地よさを感じ いいタッチ
てもらう

職貝から児童ヘタッチ

音楽で遊ぼう［
いろんな気持ち 「大きなたいこ」替え歌

きれいに手洗い 「キラキラ星」替え歌

プライベートゾーン

復習 いいタッチ／
絵本「いいタッチわるい

わるいタッチ
タッチ」

わるいタッチをされた時
わるい言葉を言われた時の 嫌だ．逃げる・相談

寸刺

ロールプレイ
ロールプレイ

手洗いの方法／お風呂の入
消深／不潔

寒天培地の写真

り方 手洗い実験

音楽で遊ぼう 1
いろんな気持ち 「大きなたいこ」替え歌

きれいに手洗い 「キラキフ星」替え歌

プライベ トゾーン

復習 いいタッチ／
絵本「いいタッチわるい

わるいタッチ
タッチ」

生活のルール 貸して，ごめん，入

（物を借りる，謝る，仲間に入る） れて，ありがとう
SST 

プログラムを通しての 1人
自己肯定感 保育士から児童への発表

1人の成長を発表
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目標 内容

生命の尊さを知る 生命誕生，性交・受精の仕組み

体の発達を知る
第二次性徴，内性器・外性器の名称と仕組み，月経の仕組
み

心の発達を知る
人を好きになること、脳と性の関係，男女の性衝動の違い，

付き合うとは？

自己コントロールカ 施設における男女交際のルール，性情報の取捨選択，洋服

やマナーを身につけ や下着の選ぴ方，体を消潔に，交際相手との距離のとり方，

る 無理強いしないこと

人工妊娠中絶や性感 性感染症について，人工妊娠中絶について， 10代の妊娠に

染症のリスクを知る ついて，県内の性に関する統計データ

自分も他人も大切に 未来予想図（人生設計）の作成，嫌なことは「嫌」という

できる こと，自分のいいところ探し，自分を好きになる方法

思春期向け性（生）教育プログラム 止を目的に実施した施設職

員への研修と入所児童への

性（生）教育プログラムを

報告した。

幼児向け性（生）教育プ

ログラムについては，児童

と職員の学んだ内容が，後

の生活場面で実践され続け

る必要がある。そのために

は，学習の定着を目的とし

て．職貝研修や児童へのプ

ログラムが定期的に継続さ

の
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の発達を知る，④自己コントロールカやマナーを

身につける，⑤人工妊娠中絶や性感染症のリスク

が分かる，⑥自分も他人も大切にできる

(2)内容

プログラムは，表2に示すとおりで，中学～高

校の児童の性別や認識，関心度に応じて内容を検

討しながら，児童相談所保健師がパワーポイント

による講義とグループワークを実施した。パワー

ボイントでは，人工妊娠中絶ができる胎児の大き

さや性感染症の画像を用いで怖さやリスクを伝え

た。また，グループワークでは，未来予想図（将

来どうなりたいか？ どうなっているか？）の作

成を通して，「もし，今性感染症になったらど

うなるか？」「もし，今，子どもが生まれたらど

うなるか？」を児童に考えてもらった。職貝も参

加して，グループワークのファシリテートを行っ

た。

(3)結果

児童からは「性行為の怖さが分かった」「お互

いを大切に，場をわきまえた交際をしないといけ

ない」，職員からは「自分たちも知らないことが

多く勉強になった。施設での対応を見直さないと

いけない」との発言があった。

m
 

今後の課題

本稿では，児童養護施設内の児童間性暴力の防
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れる必要がある。

また，児童特に幼児が学習内容を生活場面で

実践できるか否かは，職貝の指導にかかる面が大

きく．全職員が，共通のキーワードを用いて指導

する必要がある。そのためには．プログラムに参

加していない職貝に対するプログラム内容の伝達

が重要である。今回は．リーフレット（図 1)の

配布を行ったが，読むか否かは個々の職貝の意識

に任されており．十分にプログラム内容が伝達さ

れたかは不明である。よって，今後は，リーフレ

ットを使用した職貝向け研修プログラムの実施な

ども必要と考える。

思春期向け性（生）教育については．今回，職

員も参加する形で実施したが，性に関しては．職

貝自身も決して十分学習しているとは言えず．児

童に対する研修を通じて職員自身も学ぶことが必

要である。思春期児童に人工妊娠中絶や性感染症

のリスクを伝えることが単なる脅しになってしま

っては，結果として自分を守ることができないの

で，自分の体と権利を守る判断力やコントロール

力が身につくプログラムに発展させる必要があ

る。

なお，児童が実際に生活する施設側の主体性を

考慮すると．性（生）教育プログラムの実施主体

は施設職員である必要がある。しかし．児童養護

施設内の児童間性暴力の根は深く．児童相談所か

ら施設への支援は欠かせない。具体的には．施設

職員向け研修プログラムや性（生）教育プログラ

293 
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ムの改良，施設職員への助言や情報提供などによ

り側面的に施設をエンパワーすることが考えられ

る。また，入所児童への性（生）教育プログラム

の導入は，入所児童や施設の問題を表而化させる

きっかけとなる可能性も含むが，問題の発生はチ

ャンスと捉え，施設と児童相談所が一体となり，

話し合うスタンスを大切にしたいと考えている。
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